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情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た

場
所
と
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き

方
で
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
有
効
な
働
き
方
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
は
す
で
に
世
界
最
高
水
準
に
達
し
て

お
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
が

可
能
な
環
境
が
整
っ
て
き
た
。
多
様
な
働
き

方
の
提
案
と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
が
、
再
び

注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
。
一
一
月
二
八
日
、

経
団
連
会
館
（
東
京
）
に
て
「
テ
レ
ワ
ー
ク

に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
と
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
総
務
省
主
催
）
が

開
催
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
専
門
家
か
ら
各
国
の
状
況
報

告
が
あ
り
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
諏
訪
康
夫
教
授
（
法
政
大
学
大

学
院
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
め
ぐ
り
具
体
的
か
つ
熱
心
な
討
議
が
行

わ
れ
た
。
本
稿
で
は
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

け
る
各
国
報
告
お
よ
び
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
の
た
め
の
調
査
研
究
」（
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会

〇
七
年
三
月
）
の
先
進
事
例
報
告
を
基
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
「
い
ま
」
を
紹
介
す
る
。 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
と
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て

一
時
期
に
比
べ
て
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な

っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
。
し
か
し
存
在
自
体
が
後

退
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
レ
ワ
ー
ク

と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
場
所
と
時
間
に
と
ら
わ

れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
を

指
す
。
そ
の
特
性
か
ら
自

宅
を
就
業
場
所
と
す
る
在

宅
勤
務
な
ど
の
就
業
形
態

を
と
る
こ
と
も
可
能
で
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
実
現
さ
せ
る
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
テ
レ
ワ

ー
ク
の
普
及
は
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け

る
労
働
力
確
保
を
命
題
と
す
る
わ
が
国
に
と

っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。
こ
こ
に
き
て
再
び

テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の

は
、
日
本
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
み
、

世
界
で
も
最
も
速
く
安
価
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ

に
よ
り
日
本
社
会
は
、
条
件
さ
え
そ
ろ
え
ば

今
す
ぐ
に
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
ら
れ
る

環
境
を
手
に
入
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
自
宅

あ
る
い
は
任
意
の
場
所
に
居
な
が
ら
に
し
て

就
労
で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
女
性
の
就
業

率
を
高
め
、
ま
た
労
働
時
間
が
長
い
こ
と
で

知
ら
れ
る
わ
が
国
男
性
労
働
者
に
も
、
就
労

場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
提

案
す
る
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
生
産
性
の

向
上
に
も
役
立
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

就
労
ス
ペ
ー
ス
を
節
減
で
き
る
こ
と
か
ら
土

地
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
、
か
つ
就
労
場
所

が
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
仕
事
を
能
率
的

に
こ
な
せ
る
と
の
理
由
か
ら
だ
。
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
し
て
い
る
欧
米
先
進
諸
国
の
最
近

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
〇
年
に
全
就
労
人

口
の
一
二
・
四
％
で
あ
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
人

口
が
〇
七
年
に
は
二
六
・
三
％
と
ほ
ぼ
倍
増

し
た
。
北
米
の
優
良
ベ
ス
ト
一
〇
〇
社
の
中

で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
は
現

在
八
二
社
。
一
九
九
八
年
に
は
一
八
社
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
の
背
景
に
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
い
テ
レ
ワ
ー
ク
の

技
術
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
こ
と
、
在
宅
勤

務
希
望
者
が
増
え
た
こ
と
、
電
子
商
取
引
の

拡
大
、
電
子
通
信
機
器
を
仕
事
に
使
い
こ
な

す
次
世
代
労
働
者
の
登
場
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
お
よ
び
柔
軟
な
働
き
方
へ
の

志
向
拡
大
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
増
大
な

ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　

ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み

は
主
に
州
法
に
よ
る
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
た
め
、
導
入
状
況
は
州
に
よ
っ
て
異

な
る
。
連
邦
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か

ら
、
在
宅
勤
務
を
中
心
と
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
を
推
進
し
て
き
た
。一
九
九
五
年
、テ

レ
ワ
ー
ク
に
関
す
るP

ublic L
aw
 104-52

で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
環
境
整
備
の

た
め
の
財
政
的
措
置
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
実
施
者
が
思
う
よ
う
に
増
加
し
な
か

っ
た
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
にP

ublic L
aw
 

106-346

で
修
正
が
行
わ
れ
、
連
邦
政
府
職

員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
と
い
う
内
容

に
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
〇
四
年
に
は 

―

テ
レ
ワ
ー
ク
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り―

多
様
な
働
き
方
の
提
案

欧
米
各
国
の
テ
レ
ワ
ー
ク
最
新
事
情

ベ
ス
ト
一
〇
〇
社
中
八
二
社

が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入

アメリカ

先

進

諸

国

の

動

向
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P
ublic L

aw
 108-447

に
お
い
て「
各
省
庁

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
運
用
を
監
督
し
、
省

庁
内
の
連
絡
窓
口
の
役
割
を
果
た
す
テ
レ
ワ

ー
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
」
と

の
追
加
修
正
が
な
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。〇

六
年
現
在
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
連
邦

政
府
職
員
は
約
一
一
万
人
。
〇
一
年
の
五
万

人
か
ら
大
き
く
伸
び
た
。
〇
六
年
一
一
月
に

連
邦
政
府
で
働
く
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
る
。
こ

の
調
査
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
な
い

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
比
較
し
た
場
合
、
行
っ
て
い

る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
好
意

的
に
と
ら
え
る
割
合
が
二
一
％
多
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
ま
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る

要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
貢
献
、
リ
ク

ル
ー
ト
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

で
、
流
行
性
疾
病
の
予
防
な
ど
の
理
由
は
少

な
い
。
他
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、フ
ェ
ー
ス
・

ト
ゥ
・
フ
ェ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
欠
如
で
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
三
二
％
が
こ
れ

を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
六
一
％
の
者
が
電
子

メ
ー
ル
、
四
三
％
の
者
が
電
話
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
誤
解
が
生
じ
た
こ
と

が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

し
か
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
志
向
す
る
労
働

者
は
着
実
に
増
加
を
続
け
て
い
る
。
〇
九
年

に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
は
全
米
で
一
四
〇
〇

万
人
に
も
迫
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
主
要
な
働
き
方
の
一
つ
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

カ
ナ
ダ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て
テ
レ

ワ
ー
ク
に
関
す
る
法
的
枠
組
み
は
未
整
備
な

状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
全
就
労

者
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
割
合
は
二
〇

〇
〇
年
に
七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
〇

七
年
は
一
二
・
三
％
と
、
や
は
り
倍
近
い
伸

び
を
示
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
・
ベ
ル
キ
ャ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
社
の

事
例
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
り
一

一
〇
万
ド
ル
の
不
動
産
コ
ス
ト
を
削
減
し
、

従
業
員
一
〇
人
分
に
当
た
る
二
〇
％
の
生
産

効
率
を
上
昇
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ

カ
ナ
ダ
で
は
、
全
社
員
の
二
七
％
が
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
、
内
一
六
％
の

従
業
員
が
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
共
有
し
た
た
め
、

三
七
〇
〇
事
業
所
で
合
計
五
六
万
ス
ク
ウ
ェ

ア
フ
ィ
ー
ト
の
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
社

で
は
、
全
従
業
員
の
お
よ
そ
九
〇
％
以
上
が

何
ら
か
の
形
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
お

り
、
従
業
員
一
人
当
た
り
月
額
一
〇
〇
ド
ル

の
削
減
効
果
を
上
げ
、
〇
三
年
に
は
生
産
性

向
上
の
結
果
一
億
八
七
〇
〇
万
ド
ル
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
を
生
ん
だ
。

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
今
後
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

課
題
は
、
法
整
備
を
含
め
た
よ
り
積
極
的
な

政
府
支
援
策
の
拡
充
と
、
税
制
面
に
お
け
る

優
遇
措
置
の
確
立
で
あ
ろ
う
。
テ
レ
ワ
ー
ク

人
口
は
、
一
一
年
に
は
全
就
労
者
人
口
の
一

四
・
三
％
に
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
と
日
本
で
は
女
性
に

適
し
た
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も

多
い
が
、
欧
州
で
は
む
し
ろ
男
性
が
志
向
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。
イ
ギ
リ
ス
で
も

実
は
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
は
男
性
に
多
い
。
〇
五

年
の
テ
レ
ワ
ー
ク
率
を
み
る
と
、
女
性
六
％

に
対
し
て
男
性
は
一
〇
％
を
超
え
て
い
る
。

中
小
企
業
の
三
八
・
五
％
が
在
宅
勤
務
の
選

択
を
容
認
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
在
宅

就
労
し
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
は
全
就
労

者
人
口
の
約
二
〇
％
を
超
え
た 

(U
niversity of w

est of E
ngland

調
べ)

。

そ
の
背
景
に
は
や
は
り
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

ほ
ぼ
全
域
に
行
き
わ
た
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
る
よ
う
だ
。
一
四
〇
〇
万
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
態
と
な
り
、

う
ち
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
率
は
九
〇
％

を
超
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
最
も
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

企
業
の
一
つ
で
あ
る
Ｂ
Ｔ
（B

ritish 
T
elecom

）
社
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

Ｂ
Ｔ
社
で
は
、
五
〇
〇
〇
人
の
従
業
員
の

う
ち
約
二
六
％
が
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
を
選
択

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
働
き
方
は
ｅ
ワ
ー
ク

と
総
称
さ
れ
、
こ
れ
は
形
態
別
に
、
オ
ル
タ

ネ
ー
ト
（A

lternate

）、
ア
ジ
ル
（A

gile

）、

ワ
ー
ク
ア
バ
ウ
ト(W

orkabout)

と
分
類
し

て
呼
ば
れ
る
。
オ
ル
タ
ネ
ー
ト
は
、
主
と
し

て
Ｂ
Ｔ
の
定
め
ら
れ
た
一
箇
所
の
オ
フ
ィ
ス

に
勤
務
す
る
が
在
宅
勤
務
も
し
ば
し
ば
行
う

（
オ
フ
ィ
ス
と
自
宅
で
交
互
に
仕
事
を
す
る
）

従
業
員
を
指
し
、
全
体
の
九
％
を
占
め
る
。

ア
ジ
ル
と
は
、
在
宅
勤
務
も
行
う
が
多
様
な

場
所
で
仕
事
を
し
、
自
宅
が
メ
イ
ン
の
仕
事

場
所
で
は
な
い
従
業
員
の
こ
と
で
八
％
、
ワ

ー
ク
ア
バ
ウ
ト
は
、
多
様
な
場
所
で
仕
事
を

し
、
自
宅
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
従
業
員
で

九
％
と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ア
バ
ウ
ト
を

行
っ
て
い
る
人
の
属
性
を
見
る
と
、
多
く
が

男
性
で
全
体
の
七
七
％
を
占
め
、
ま
た
四
五

歳
以
上
が
五
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

在
宅
勤
務
の
平
均
的
な
頻
度
は
週
当
た
り

二
・
一
一
日
。
在
宅
勤
務
を
行
っ
て
い
る
人

達
に
聞
く
と
、
在
宅
勤
務
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
理

由
で
概
ね
プ
ラ
ス
の
評
価
で
あ
る
。
ワ
ー
ク

ア
バ
ウ
ト
を
行
っ
て
い
る
六
七
％
の
人
が
自

分
た
ち
の
生
活
の
質
が
優
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
理
由
は
自
分
の
時
間
を
自
分
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
ら
。
ワ
ー
ク
ア
バ
ウ

ト
グ
ル
ー
プ
の
九
八
％
は
自
分
た
ち
の
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
時
間
管
理
を
し
や
す
く

す
る
と
回
答
、
七
四
％
が
仕
事
以
外
の
活
動

に
多
く
の
時
間
を
振
り
向
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
加
え
て
三
〇
％
の

人
が
家
庭
内
の
緊
張
感
が
緩
和
し
た
と
回
答

し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
ア
バ
ウ
ト
の
選
択
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
三
七
％
の
人
が
続
け
て

働
く
の
が
困
難
で
あ
っ
た
と
答
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
七
九
％
の
人
が
過
去
二
年
間
に
ワ

ー
ク
ア
バ
ウ
ト
の
導
入
に
よ
り
仕
事
の
生
産

性
が
向
上
し
た
と
答
え
た
。
ワ
ー
ク
ア
バ
ウ
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ト
の
対
象
者
の
大
半
は
、
こ
う
し
た
働
き
方

が
生
産
性
の
向
上
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
持
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

他
方
、
六
三
％
の
人
が
逆
に
労
働
時
間
が

増
え
た
と
回
答
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

週
当
た
り
の
平
均
労
働
時
間
の
増
加
を
推
計

す
る
と
、
ワ
ー
ク
ア
バ
ウ
ト
参
加
者
は
七
・

七
四
時
間
で
、通
常
オ
フ
ィ
ス
勤
務
者
の
六
・

〇
五
時
間
を
上
回
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ア
バ

ウ
ト
参
加
者
は
、
平
均
し
て
週
当
た
り
四
・

四
三
時
間
の
通
勤
時
間
を
節
約
し
て
い
る
の

で
、
通
勤
時
間
の
節
約
分
の
多
く
を
仕
事
に

回
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
ア
バ
ウ
ト
グ
ル
ー
プ
の
三

四
％
は
あ
ま
り
孤
独
感
を
感
じ
な
い
と
し
て

お
り
、
逆
に
一
八
％
は
孤
独
感
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
回
答
し
た
。
ワ
ー

ク
ア
バ
ウ
ト
グ
ル
ー
プ
の
七
八
％
、
ｅ
ワ
ー

カ
ー
全
体
の
五
二
％
は
在
宅
勤
務
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く

利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
九
割
以
上
が
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
に
よ
り
以
前
よ
り
働
き
方
が
柔
軟

化
し
た
と
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
（
イ
ギ
リ
ス

商
工
会
議
所
調
べ
）。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
六

歳
未
満
の
子
を
持
つ
親
（
男
女
と
も
）
は
誰

で
も
フ
レ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
を
請
求
で
き
る
権

利
を
有
す
る
と
い
う
新
た
な
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
柔
軟
な
働
き
方
を

推
進
す
る
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
も
一
時
期
に
比
べ
て
テ
レ
ワ
ー

ク
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
っ

た
。
九
〇
年
代
の
後
半
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導

入
に
注
目
が
集
ま
り
、
様
々
な
促
進
策
が
図

ら
れ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
こ
う

し
た
議
論
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
払
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
で
は
ド
イ
ツ
に
お

い
て
テ
レ
ワ
ー
ク
は
も
う
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
。

ド
イ
ツ
の
民
間
部
門
に
お
い
て
、
労
働
時

間
の
大
半
を
在
宅
勤
務
と
す
る
制
度
を
持
っ

て
い
る
企
業
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

他
の
欧
州
諸
国
と
同
様
に
労
働
者
の
間
に
は

柔
軟
な
働
き
方
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
経
営
者
層
に
お
い
て
は

必
ず
し
も
好
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
働
き
方
は
従
来
の
場
所
と

時
間
の
制
約
か
ら
徐
々
に
開
放
さ
れ
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ド
イ
ツ
の
保
険
会
社
Ｌ
Ｖ
Ｍ
社
は
週
に

二
・
三
日
在
宅
勤
務
を
行
う
テ
レ
ワ
ー
カ
ー

が
七
〇
〇
人
い
る
。
こ
れ
は
二
三
〇
〇
人
の

従
業
員
の
中
で
約
三
〇
％
に
相
当
す
る
。
テ

レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
り
、
従
業
員
の
執
務

ス
ペ
ー
ス
の
共
有
化
が
進
ん
だ
。
机
を
減
ら

す
こ
の
試
み
は
タ
ン
デ
ム
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
、

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
業
務
拡

大
に
よ
る
新
規
ビ
ル
増
設
を
見
送
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

公
共
部
門
で
の
導
入
も
ま
だ
限
定
的
だ
が
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
市
は
労
組
と
の
間
で
テ
レ
ワ
ー

ク
に
関
す
る
枠
組
み
合
意
を
交
わ
し
た
。
一

〇
万
人
の
公
務
員
の
う
ち
、
二
五
〇
〇
〇
人

が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
申
し
出
た
結
果
、
就
労
時

間
の
三
分
の
二
が
在
宅
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。〇
一
年
に
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
、
以
降
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
模
様
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
と
も

に
、
労
働
者
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
実

現
す
る
新
し
い
働
き
方
の
導
入
を
雇
用
主
に

促
す
た
め
、
い
く
つ
か
の
施
策
を
と
り
始
め

て
い
る
。
例
え
ば
、
家
族
・
高
齢
者
・
女
性
・

青
少
年
省
は
、
企
業
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
を

導
入
し
た
場
合
の
投
資
効
果
を
分
析
で
き
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、連
邦
政
府
、州
政
府
、社

会
保
険
機
関
、
労
働
組
合
、
研
究
機
関
、
民

間
企
業
な
ど
の
組
織
が
共
同
し
て
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｑ

（
働
き
方
変
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
：Intiative 

N
eue Q

ualitat der A
rbeit

）と
い
う
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
仕
事
内
容
の
見

直
し
、
雇
用
者
と
従
業
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
協
力
、
職
業
教
育
と
生
涯
教
育
、

健
康
の
維
持
と
人
間
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

仕
事
環
境
作
り
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働

き
方
へ
の
変
革
、
家
族
と
仕
事
の
調
和
な
ど

を
追
及
す
る
運
動
で
あ
り
、
こ
の
中
で
テ
レ

ワ
ー
ク
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

〇
五
年
八
月
、
家
族
・
高
齢
者
・
女
性
・

青
少
年
省
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
含
む
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
に
関
す
る
施
策

が
、
マ
ク
ロ
経
済
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持

つ
か
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。
こ
の

報
告
書
で
は
、
二
〇
年
に
は
総
労
働
力
の
三

〇
％
が
企
業
の
行
う
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
向
上
の
た
め
の
活
動
の
恩
恵
を
受
け

る
と
し
、
そ
の
結
果
出
生
率
が
〇
・
一
六
増

加
し
、
一
人
当
た
り
の
生
産
性
が
〇
・
一
％

向
上
、
強
制
医
療
保
険
が
三
％
節
減
さ
れ
る

と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
労
働
力
が
〇
・
七

％
増
加
す
る
と
い
う
予
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

〇
七
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
数
は
三
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。

こ
れ
は
一
般
家
庭
の
四
六
・
六
％
に
当
た
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
う
ち
九
四
・
一

％
が
Ｄ
Ｓ
Ｌ
ア
ク
セ
ス
を
行
っ
て
お
り
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
化
が
進
ん
で
い
る
。
仕
事
場
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
自
宅

及
び
周
辺
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
二
五
％

が
五
五
歳
以
上
で
、
性
別
を
見
る
と
男
性
五

三
％
、
女
性
四
七
％
で
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。

〇
四
年
に
開
始
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

時
は
、
在
宅
タ
イ
プ
の
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
二

％
、
移
動
タ
イ
プ
の
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
五
％

で
あ
っ
た
。
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
は
主
に
男
性
で

高
学
歴
者
が
多
い
と
い
う
傾
向
を
持
つ
。
業

種
別
で
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
金
融
部
門
に
多

い
。
伝
統
的
産
業
が
ま
だ
主
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て

い
る
の
は
全
体
の
七
〇
％
が
第
三
次
産
業
で

あ
る
。
他
方
公
的
部
門
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

は
ま
だ
極
め
て
低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

〇
六
年
、
有
識
者
グ
ル
ー
プ
が
「
テ
レ
コ

ミ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
へ

―

フ
ラ
ン
ス
経
済
近
代
化
へ
の
挑
戦
」
と
題

し
た
政
府
へ
の
提
言
を
策
定
し
た
。
こ
の
提

言
は
、
企
業
及
び
公
的
部
門
に
お
け
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
抱
え
る
地

域
開
発
の
課
題
や
、
国
際
的
な
競
争
力
の
回

復
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
の
認
識
の
も

と
、
民
間
部
門
お
よ
び
公
的
部
門
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
を
積
極
的
に
展
開
す
べ
き
と

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
法
的
枠
組

み
の
整
備
と
と
も
に
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
推

進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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ワ
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